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図 自己調整学習における段階のプロセス（Shunck & Zimmerman, 2008を参考に作成）
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大学生を対象とした研究は、特に欧米において盛んである（e.g., Zimmerman & Bandura,
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付記
本研究は、2011年度高等教育推進センター共同研究助成「学習方略形成における動機づけの役
割に関する基礎研究―生徒から学生への学習方略転換―」（研究代表者 平田薫）の助成を受け、
行ったものである。
本研究の調査にご協力いただきました教員や学生の皆様に心より御礼申し上げます。また、面
接者として参加していただいた学部生の方々に深く感謝いたします。
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